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令和６年度事業の考え方

資料１
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２．施設及び事業の概要 （３）環境啓発事業等の概要
名称 対象・規模 概要

◆イベント（１日間程度）

むさしの環境フェスタ
子ども・子育て世代、地域住民
5,700人/日程度

市民啓発とともに、市民団体等の活動発表や交流を図る。R5年度は
27団体が出展

エコチャレンジ（講演会含む）
各種環境啓発事業の参加者
50～2,000人/日程度

連続講座参加者やゼロパートナー認定事業者等が一堂に会し情報交
換、交流する。

◆連続講座（５日間程度）

環境の学校
15歳以上
１０人程度

サポーター参加者を募るため、環境全般から市内地域の環境問題につ
いて学ぶ連続講座

環境の学校youthプロジェクト
高校生・大学生
１０人程度

高校生・大学生が環境問題、社会課題の解決に取り組む連続講座

◆ワークショップ（１か月程度）

夏、冬、春のワークショップ
子ども・子育て世代
200～400人/月程度

年３回、１か月程度の期間を設定し、20件程度のワークショップ・講座
を実施。市民団体の活動の場にもなっている。

◆１階運営、自由来館対応（開館日、１年間）

ものづくり工房
子ども・子育て世代
5,000人/月程度

常設の工作スペース。廃材利用し自由に工作ができる。
来館者の大半を占めている。受付及び安全管理

フリースペースの展示
市民全般
50～100人/月程度

イベント等で作成したパネル等の常設展示

◆そのほか

環境展
市民全般
50～100人/月程度

環境月間（６月）に合わせて、国の環境施策などについて周知するため
のパネル展示等

緑のカーテン
市民全般
２００～250人程度

レポーターを募集。レポーターにはゴーヤ苗を配布し、生育記録等のレ
ポートを提出してもらう。

施設予約利用
個人、団体、事業者等
30～40件/年程度（見込み）

市民団体による啓発講座等を想定したが、会議利用などが多い。

見学、視察対応
小学校見学15件、中学体験５件
その他視察等30～40件程度

小学校見学は１校が２～３回に分けて来館。１回あたり半日程度
海外からの視察や行政視察も多い。

情報発信
日常的なSNS発信のほか、イベントでは市報、チラシ、市HP、市SNS,
エコリゾHP、エコリゾSNS、申込みフォームの作成、副読本作成など

市政策との連動事業（気候市民会議等）

前回資料の
再掲
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３．意見交換事項の概要

◆中高大学生向けの連続講座等のアプローチについて
○ニーズやアプローチ方法のポイント

◆大学生から大人向けの連続講座等のアプローチについて
○ニーズやアプローチ方法のポイント

◆ものづくり工房及びフリースペース運用について
○フリースペースの展示以外の運用
○ものづくり工房におけるまちとのつながり

前回資料の
再掲
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環境の学校 Youthプロジェクト

名称 対象・規模 概要

◆イベント（１日間程度）

むさしの環境フェスタ
子ども・子育て世代、地域住民
5,700人/日程度

市民啓発とともに、市民団体等の活動発表や交流を図る。R5年度は
27団体が出展

エコチャレンジ（講演会含む）
各種環境啓発事業の参加者
50～2,000人/日程度

連続講座参加者やゼロパートナー認定事業者等が一堂に会し情報交
換、交流する。

◆連続講座（５日間程度）

環境の学校
15歳以上
１０人程度

サポーター参加者を募るため、環境全般から市内地域の環境問題につ
いて学ぶ連続講座

環境の学校youthプロジェクト
高校生・大学生
１０人程度

高校生・大学生が環境問題、社会課題の解決に取り組む連続講座

◆ワークショップ（１か月程度）

夏、冬、春のワークショップ
子ども・子育て世代
200～400人/月程度

年３回、１か月程度の期間を設定し、20件程度のワークショップ・講座
を実施。市民団体の活動の場にもなっている。

◆１階運営、自由来館対応（開館日、１年間）

ものづくり工房
子ども・子育て世代
5,000人/月程度

常設の工作スペース。廃材利用し自由に工作ができる。
来館者の大半を占めている。受付及び安全管理

フリースペースの展示
市民全般
50～100人/月程度

イベント等で作成したパネル等の常設展示

◆そのほか

環境展
市民全般
50～100人/月程度

環境月間（６月）に合わせて、国の環境施策などについて周知するため
のパネル展示等

緑のカーテン
市民全般
２００～250人程度

レポーターを募集。レポーターにはゴーヤ苗を配布し、生育記録等のレ
ポートを提出してもらう。

施設予約利用
個人、団体、事業者等
30～40件/年程度（見込み）

市民団体による啓発講座等を想定したが、会議利用などが多い。

見学、視察対応
小学校見学15件、中学体験５件
その他視察等30～40件程度

小学校見学は１校が２～３回に分けて来館。１回あたり半日程度
海外からの視察や行政視察も多い。

情報発信
日常的なSNS発信のほか、イベントでは市報、チラシ、市HP、市SNS,
エコリゾHP、エコリゾSNS、申込みフォームの作成、副読本作成など

市政策との連動事業（気候市民会議等）

名称 対象・規模 概要

◆イベント（１日間程度）

むさしの環境フェスタ
子ども・子育て世代、地域住民
5,700人/日程度

市民啓発とともに、市民団体等の活動発表や交流を図る。R5年度は
27団体が出展

エコチャレンジ（講演会含む）
各種環境啓発事業の参加者
50～2,000人/日程度

連続講座参加者やゼロパートナー認定事業者等が一堂に会し情報交
換、交流する。

◆連続講座（５日間程度）

環境の学校
15歳以上
１０人程度

サポーター参加者を募るため、環境全般から市内地域の環境問題につ
いて学ぶ連続講座

環境の学校youthプロジェクト
高校生・大学生
１０人程度

高校生・大学生が環境問題、社会課題の解決に取り組む連続講座

◆ワークショップ（１か月程度）

夏、冬、春のワークショップ
子ども・子育て世代
200～400人/月程度

年３回、１か月程度の期間を設定し、20件程度のワークショップ・講座
を実施。市民団体の活動の場にもなっている。

◆１階運営、自由来館対応（開館日、１年間）

ものづくり工房
子ども・子育て世代
5,000人/月程度

常設の工作スペース。廃材利用し自由に工作ができる。
来館者の大半を占めている。受付及び安全管理

フリースペースの展示
市民全般
50～100人/月程度

イベント等で作成したパネル等の常設展示

◆そのほか

環境展
市民全般
50～100人/月程度

環境月間（６月）に合わせて、国の環境施策などについて周知するため
のパネル展示等

緑のカーテン
市民全般
２００～250人程度

レポーターを募集。レポーターにはゴーヤ苗を配布し、生育記録等のレ
ポートを提出してもらう。

施設予約利用
個人、団体、事業者等
30～40件/年程度（見込み）

市民団体による啓発講座等を想定したが、会議利用などが多い。

見学、視察対応
小学校見学15件、中学体験５件
その他視察等30～40件程度

小学校見学は１校が２～３回に分けて来館。１回あたり半日程度
海外からの視察や行政視察も多い。

情報発信
日常的なSNS発信のほか、イベントでは市報、チラシ、市HP、市SNS,
エコリゾHP、エコリゾSNS、申込みフォームの作成、副読本作成など

市政策との連動事業（気候市民会議等）
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環境の学校

名称 対象・規模 概要

◆イベント（１日間程度）

むさしの環境フェスタ
子ども・子育て世代、地域住民
5,700人/日程度

市民啓発とともに、市民団体等の活動発表や交流を図る。R5年度は
27団体が出展

エコチャレンジ（講演会含む）
各種環境啓発事業の参加者
50～2,000人/日程度

連続講座参加者やゼロパートナー認定事業者等が一堂に会し情報交
換、交流する。

◆連続講座（５日間程度）

環境の学校
15歳以上
１０人程度

サポーター参加者を募るため、環境全般から市内地域の環境問題につ
いて学ぶ連続講座

環境の学校youthプロジェクト
高校生・大学生
１０人程度

高校生・大学生が環境問題、社会課題の解決に取り組む連続講座

◆ワークショップ（１か月程度）

夏、冬、春のワークショップ
子ども・子育て世代
200～400人/月程度

年３回、１か月程度の期間を設定し、20件程度のワークショップ・講座
を実施。市民団体の活動の場にもなっている。

◆１階運営、自由来館対応（開館日、１年間）

ものづくり工房
子ども・子育て世代
5,000人/月程度

常設の工作スペース。廃材利用し自由に工作ができる。
来館者の大半を占めている。受付及び安全管理

フリースペースの展示
市民全般
50～100人/月程度

イベント等で作成したパネル等の常設展示

◆そのほか

環境展
市民全般
50～100人/月程度

環境月間（６月）に合わせて、国の環境施策などについて周知するため
のパネル展示等

緑のカーテン
市民全般
２００～250人程度

レポーターを募集。レポーターにはゴーヤ苗を配布し、生育記録等のレ
ポートを提出してもらう。

施設予約利用
個人、団体、事業者等
30～40件/年程度（見込み）

市民団体による啓発講座等を想定したが、会議利用などが多い。

見学、視察対応
小学校見学15件、中学体験５件
その他視察等30～40件程度

小学校見学は１校が２～３回に分けて来館。１回あたり半日程度
海外からの視察や行政視察も多い。

情報発信
日常的なSNS発信のほか、イベントでは市報、チラシ、市HP、市SNS,
エコリゾHP、エコリゾSNS、申込みフォームの作成、副読本作成など

市政策との連動事業（気候市民会議等）

名称 対象・規模 概要

◆イベント（１日間程度）

むさしの環境フェスタ
子ども・子育て世代、地域住民
5,700人/日程度

市民啓発とともに、市民団体等の活動発表や交流を図る。R5年度は
27団体が出展

エコチャレンジ（講演会含む）
各種環境啓発事業の参加者
50～2,000人/日程度

連続講座参加者やゼロパートナー認定事業者等が一堂に会し情報交
換、交流する。

◆連続講座（５日間程度）

環境の学校
15歳以上
１０人程度

サポーター参加者を募るため、環境全般から市内地域の環境問題につ
いて学ぶ連続講座

環境の学校youthプロジェクト
高校生・大学生
１０人程度

高校生・大学生が環境問題、社会課題の解決に取り組む連続講座

◆ワークショップ（１か月程度）

夏、冬、春のワークショップ
子ども・子育て世代
200～400人/月程度

年３回、１か月程度の期間を設定し、20件程度のワークショップ・講座
を実施。市民団体の活動の場にもなっている。

◆１階運営、自由来館対応（開館日、１年間）

ものづくり工房
子ども・子育て世代
5,000人/月程度

常設の工作スペース。廃材利用し自由に工作ができる。
来館者の大半を占めている。受付及び安全管理

フリースペースの展示
市民全般
50～100人/月程度

イベント等で作成したパネル等の常設展示

◆そのほか

環境展
市民全般
50～100人/月程度

環境月間（６月）に合わせて、国の環境施策などについて周知するため
のパネル展示等

緑のカーテン
市民全般
２００～250人程度

レポーターを募集。レポーターにはゴーヤ苗を配布し、生育記録等のレ
ポートを提出してもらう。

施設予約利用
個人、団体、事業者等
30～40件/年程度（見込み）

市民団体による啓発講座等を想定したが、会議利用などが多い。

見学、視察対応
小学校見学15件、中学体験５件
その他視察等30～40件程度

小学校見学は１校が２～３回に分けて来館。１回あたり半日程度
海外からの視察や行政視察も多い。

情報発信
日常的なSNS発信のほか、イベントでは市報、チラシ、市HP、市SNS,
エコリゾHP、エコリゾSNS、申込みフォームの作成、副読本作成など

市政策との連動事業（気候市民会議等）
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ワークショップ、１階運営、自由来館対応

名称 対象・規模 概要

◆イベント（１日間程度）

むさしの環境フェスタ
子ども・子育て世代、地域住民
5,700人/日程度

市民啓発とともに、市民団体等の活動発表や交流を図る。R5年度は
27団体が出展

エコチャレンジ（講演会含む）
各種環境啓発事業の参加者
50～2,000人/日程度

連続講座参加者やゼロパートナー認定事業者等が一堂に会し情報交
換、交流する。

◆連続講座（５日間程度）

環境の学校
15歳以上
１０人程度

サポーター参加者を募るため、環境全般から市内地域の環境問題につ
いて学ぶ連続講座

環境の学校youthプロジェクト
高校生・大学生
１０人程度

高校生・大学生が環境問題、社会課題の解決に取り組む連続講座

◆ワークショップ（１か月程度）

夏、冬、春のワークショップ
子ども・子育て世代
200～400人/月程度

年３回、１か月程度の期間を設定し、20件程度のワークショップ・講座
を実施。市民団体の活動の場にもなっている。

◆１階運営、自由来館対応（開館日、１年間）

ものづくり工房
子ども・子育て世代
5,000人/月程度

常設の工作スペース。廃材利用し自由に工作ができる。
来館者の大半を占めている。受付及び安全管理

フリースペースの展示
市民全般
50～100人/月程度

イベント等で作成したパネル等の常設展示

◆そのほか

環境展
市民全般
50～100人/月程度

環境月間（６月）に合わせて、国の環境施策などについて周知するため
のパネル展示等

緑のカーテン
市民全般
２００～250人程度

レポーターを募集。レポーターにはゴーヤ苗を配布し、生育記録等のレ
ポートを提出してもらう。

施設予約利用
個人、団体、事業者等
30～40件/年程度（見込み）

市民団体による啓発講座等を想定したが、会議利用などが多い。

見学、視察対応
小学校見学15件、中学体験５件
その他視察等30～40件程度

小学校見学は１校が２～３回に分けて来館。１回あたり半日程度
海外からの視察や行政視察も多い。

情報発信
日常的なSNS発信のほか、イベントでは市報、チラシ、市HP、市SNS,
エコリゾHP、エコリゾSNS、申込みフォームの作成、副読本作成など

市政策との連動事業（気候市民会議等）

名称 対象・規模 概要

◆イベント（１日間程度）

むさしの環境フェスタ
子ども・子育て世代、地域住民
5,700人/日程度

市民啓発とともに、市民団体等の活動発表や交流を図る。R5年度は
27団体が出展

エコチャレンジ（講演会含む）
各種環境啓発事業の参加者
50～2,000人/日程度

連続講座参加者やゼロパートナー認定事業者等が一堂に会し情報交
換、交流する。

◆連続講座（５日間程度）

環境の学校
15歳以上
１０人程度

サポーター参加者を募るため、環境全般から市内地域の環境問題につ
いて学ぶ連続講座

環境の学校youthプロジェクト
高校生・大学生
１０人程度

高校生・大学生が環境問題、社会課題の解決に取り組む連続講座

◆ワークショップ（１か月程度）

夏、冬、春のワークショップ
子ども・子育て世代
200～400人/月程度

年３回、１か月程度の期間を設定し、20件程度のワークショップ・講座
を実施。市民団体の活動の場にもなっている。

◆１階運営、自由来館対応（開館日、１年間）

ものづくり工房
子ども・子育て世代
5,000人/月程度

常設の工作スペース。廃材利用し自由に工作ができる。
来館者の大半を占めている。受付及び安全管理

フリースペースの展示
市民全般
50～100人/月程度

イベント等で作成したパネル等の常設展示

◆そのほか

環境展
市民全般
50～100人/月程度

環境月間（６月）に合わせて、国の環境施策などについて周知するため
のパネル展示等

緑のカーテン
市民全般
２００～250人程度

レポーターを募集。レポーターにはゴーヤ苗を配布し、生育記録等のレ
ポートを提出してもらう。

施設予約利用
個人、団体、事業者等
30～40件/年程度（見込み）

市民団体による啓発講座等を想定したが、会議利用などが多い。

見学、視察対応
小学校見学15件、中学体験５件
その他視察等30～40件程度

小学校見学は１校が２～３回に分けて来館。１回あたり半日程度
海外からの視察や行政視察も多い。

情報発信
日常的なSNS発信のほか、イベントでは市報、チラシ、市HP、市SNS,
エコリゾHP、エコリゾSNS、申込みフォームの作成、副読本作成など

市政策との連動事業（気候市民会議等）


